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Ａ．研究目的  
平成 28 年度～30 年度までに実施した FDG-PET を

用いた癌スクリーニング研究でも、2 年間で 68 例

中 6 例に癌（腫瘍）が見つかり(有病率 5.9%)、罹

患率は 2.9/100PY と予想以上に高率であった。この

結果は、血友病 HIV 感染者に対する癌スクリーニ

ングの重要性を示唆した。一方で、疑陽性も 12 例

あり、特異度に問題も残った。また、FDG-PET を

用いたスクリーニングでは、全国施設への均霑化

はできないため、一般施設でも実施可能なスクリ

ーニング法の有用性を検討する課題が残った。そ

こで今回は、全国施設への均霑化も視野に広げ、

より感度、特異度の高い方法の確立を目指して研

究を実施することとなった。 
 
Ｂ．研究方法  
以下の 1－4の検査結果から incidenceを算出する前

向き縦断研究である。1 年以上の間隔を置いて 2回

実施する。 

1. 甲状腺から前立腺をカバーする胸腹部造影

CT 検査 

2. 上部消化管内視鏡検査 

3. 便潜血検査（免疫法/2 日法） 

4. 腫瘍マーカー（AFP, CEA, PSA） 

 本研究で実施する CT検査日より遡って 6 か月以

内に、一般診療の中で上部消化管内視鏡検査が行

われている場合には、その検査所見を本研究のデ

ータとして使用する。 

血友病 HIV 感染者における癌の incidence の算出に

は、先行研究で実施した癌スクリーニングのデー

タも利用する。また、複数の癌の発生も考えられ

るため、先行研究にて癌の見つかった患者、癌治

療中の患者も排除しない。なお、非観血的かつ非

侵襲的治療法の確立として、分担３のみならず分

担１においても、新たな治療法を模索する。 
 
（倫理面への配慮） 

研究対象者に対する人権に配慮し、不利益・危険

性の排除や説明と同意を十分に行い、文書同意を

得た上で実施している。倫理委員会承認番号（分
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Ｃ．研究結果  
初年度の今年は、研究プロトコールの作成、臨床

研究登録（UMIN CTR ID : 000038231）を行い、11
月より患者リクルートを開始した。2020 年 3 月末

現在で、53 名の登録を行った。このうち、CT 終了

者 28 名、胃カメラ 14 名、便潜血 23 名、腫瘍マー

カー25 名であり、すべての検査が終了しているの

は 14 名である。今回も、70 例程度のリクルートを

予定しており、2020 年前半で 1 回目のスクリーニ

ングを終える予定である。現在まで癌の確定して

いる症例はないが、CT で有症状 4 名おり、うち 1
名は以前なかった膵臓の IPMN が見つかっており、

今後の膵臓癌への進展が危惧される。また、1 名に

おいて肝の早期濃染があり、やはりフォローが必

要である。便潜血も 4 例で陽性であり、今後大腸

ファイバーを予定する。PSA は、2 例で上昇してお

り、うち 1 例は上昇率が高く、今後前立腺癌の性

差が必要である。また、前回の癌スクリーニング

で膵臓癌が見つかった 1 例の術後再発に対し、非

侵襲的な治療として癌免疫療法を試みている。 

 

Ｄ．考察  
今回の癌スクリーニングも順調に実施されている。

今回の検討では、偽陽性が少なく、全国どこでも

実施可能な頚部から骨盤までをカバーした CT と

胃カメラを検査の柱とした。まだ途中経過である

が、疑い例は見つかっており、今後の精査の結果

研究要旨  
先行研究でも 3 年間で癌スクリーニングを 2 回実施したが、今回より血友病 HIV 感

染者に対する正確な癌の incidence を算出し、全国規模でのスクリーニング実施に向

けた指針作成の目的で研究を実施している。1 年目であるが、既に 53 名の登録を行

い順調に進行している。 
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が重要となる。HCV 治癒後の HCC は、以前からい

われており、注目すべき癌の一つではあるが、前

回のスクリーニングから、膵臓の腫瘍が予想より

多い。今回も膵臓癌の前癌状態といえる IPMN が

見つかっており、早期診断の価値が高まる可能性

がある。また、前回の研究と会わせ長期の経過観

察にて、より正確な癌の Incidence が明らかとなり、

一般と比較した考察が可能になると思われる。 

 
Ｅ．結論  
2 期目の癌スクリーニングは、順調に経過している。

以前無かった膵臓の IPMN が発見されており、今

後のフォローが重要である。今回は、全国どこで

も実施可能な胸腹部 CT と胃カメラを主体として

おり、血友病 HIV 感染者の癌スクリーニングの全

国への一般化が可能となる。 
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